
高
い技術力と業界最先端の情報
管理システム活用によりスピ
ーディで高品質なサービスを
提供する日本有数の自動販売

機メンテナンス会社はVPSXソリュー
ションを導入してIBM System iの遠
隔地印刷コストを大幅に削減しました。

組織 

セントラル ジャパン テクノサービス株式
会社（以下CJT）はコカ・コーラ社製品
の製造・販売を手がけるコカ・コーラ セ
ントラル ジャパン株式会社のグループ会
社として、自動販売機器などの総合メン
テナンス事業を展開。世界200カ国の人々
に愛されるコカ・コーラ社製品を常に最
良の状態で消費者にお届けすべく、自動
販売機をはじめとする販売機器類の保
守・修理・整備・設置などをおこなって
います。同社のサービス拠点は、愛知・
岐阜・三重・神奈川・山梨・静岡の6県に
またがっています。

環境

名古屋市の本社にはIBM System iが基
幹業務システムとして稼働しています。
VPNで接続された６県、23か所のサービ
ス拠点には請求明細書、種々の管理帳票、
部品在庫表、衛生品質管理報告書などの
印刷が行われます。そのため各拠点には
5250プ リ ン タ セ ッ シ ョ ン 専 用 の
WindowsサーバまたはWindows PCが
設置されており、そこから全拠点合計約

40台の専用レーザプリンタに印刷が行わ
れていました。

お客様の課題

CJTの情報システム部門では高まる経営
陣からの要請を受けてITコストの削減に
取り組んできました。そのうち各拠点へ
の印刷については専用レーザプリンタの
ランニングコストやそのための全拠点に
分散配置されている5250プリンタセッ
ション専用のWindowsシステムのコスト
や管理のしにくさなどが問題視されてい
ました。一方、各拠点には複写機として
各社の複合機が導入済みであったために、
CJTはそれらをより有効に活用できない
かと考えました。

VPSX導入の効果

無駄なプリンタを整理統合するために
CJTの情報システムチームはアウトプッ
トの集中管理と複合機やプリンタへの信
頼性の高い文書配信に定評あるVPSXア
ウトプットサーバソリューションを採用
しました｡予備も含めて合計3台のVPSX
搭載のWindowsサーバが本社に導入さ
れ、代わりに、各拠点に置かれていた合
計23台の5250プリンタセッション専用
のWindowsサーバまたはPCはすべて撤
去され、また合計約40台の専用のレーザ
プリンタも一部を除いて撤去されました。
従来の印刷物はすべてSystem i上のア
プリケーションを大きく変更することな
くネットワークを通して直接、各拠点の
複合機に印刷することができるようにな
りました。また従来、事前印刷用紙を使
う文書が一つありましたが、VPSXソ
リューションでコマンドによる罫線の
印刷も可能であったためその機能を生
かして白紙への印刷に切り替えました。
一方、今回、VPSX搭載のために新たに
本社に置かれた3台のWindowsサーバ
は従来、各拠点で5250プリンタセッシ
ョン用に設置されていたものを活用した
ために、ハードウェアの追加コストは生
じませんでした。
全センターのプリンタセッション用の
5250エミュレーションサーバとPCを
廃止したこと、各センターでの印刷を
MFPに統合したこと、また事前印刷用紙
を廃止したことによりCJTはプリンティ
ングの年間TCOの約17%を削減するこ
とに成功しました。
VPSXソリューションの導入を担当され
たCJTの情報システムチームの長岡知胆
氏（次ページ写真右）は次のように語っ
ています｡
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「VPSXソリューションによって各拠点
の5250プリンタセッション用のサーバ
やPCが不要になりました。さらにIBM 
System i専用レーザプリンタを廃止して
各拠点に導入済みであった複合機へこれ
らの印刷を統合することができました。
結果として大幅なプリンティングTCO削
減ができ満足しています。」
またこのプロジェクトを支援されたコ
カ・コーラ セントラル ジャパン株式会社
の杉江悟氏（写真左）はVPSX導入の副
次的な効果について次のように述べてい
ます｡「VPSXのWebインターフェースに
よる管理画面や印刷データのブラウザ機

能などを使って私たちの手元のPCで全社
のプリンティング状況の集中管理が可能
になり遠隔地のプリンティング関係のト
ラブルシュートが素早くできるようにな
りました。しかもVPSXシステムの本格
稼働後はシステムが安定しておりプリン
ティングに関するトラブルそのものが皆
無となりました。」
CJTでは次のフェーズとして社内で行わ
れているWindowsクライアントからのプ
リンティングもすべて同VPSXのプラッ
トフォームで統合される計画だというこ
とです。

VPSXソリューションについて
VPSXソリューションは次のような特
徴を持っています。

■ 堅牢なシステムと優れた
パフォーマンスで確実でセキュアな印刷
先進のソフトウェア設計と実績のあるス
ケーラビリティで企業に確実でセキュア
なプリンティングをもたらします。

■ マルチホストシステムからマルチベン
ダプリンタへのAny-to-any印刷可能
System i, System z, Unix, Linux, 
Windows などの異なったホストシステ
ムからマルチベンダのプリンタへのプリ
ンティングが一つの統合プラットフォー
ム上で実現できます。

■ 企業のプリンティングIT統制基盤を強化
全社のプリンティングシステムを一点
集中管理することが可能になり、企業
としての「プリンティングガバナンス」
が可能になります。

■ プリンタの利用効率向上と
プリンティングTCOの削減
プリントサーバの統合やプリンタ利用効率
の向上やプリンティング管理コストの削減
で企業にTCO削減をもたらします。

■ 信頼のお客様サポート
LRSはLRSジャパンオフィスの技術サ
ポートチームを中心に日本および世界中
に技術サポート体制を敷いています。

名　称：  Levi, Ray & Shoup, inc.

本　社：  米国イリノイ州スプリングフィールド
創　立：  1979年（非上場）
社員数：  600名（全世界）
営業圏：  北米、南米、アフリカ、欧州、オーストラリア、シンガポール、日本、他

LRS 社は約 30 年間にわたりエンタープライズアウトプットマネジメントの
ソリューションを世界中に提供しています。北米では Fortune100 企業の
92% が LRS のソフトウェアを利用しています。これらの企業の 30% 以上
は 20 年以上の長期間ユーザーです。

LRS社は高まる日本市場の重要性に対処するために2005年 10月に東京に日本
支社を設立して日本のお客様のサポートを強化しています。

LRS社　会社概要

IBM､IBMロゴ､System iは、Intemational Business Machines Corporation の米国およびその他の国における商標です。
Microsoft、Windows は、マイクロソフト社の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
LRS、菱形に LRS のマーク、VPS、VPS+Transform/Impress は、Levi, ray & Shoup, Inc. 登録商標または商標です。
他の会社名、製品名およびサービス名は、それぞれ各社の商標です。www.vpsx.co.jp

Levi, Ray & Shoup, Inc.
Japan
〒 103-0025
東京都中央区日本橋茅場町1-4-6
木村実業第 2 ビル 3 階
電話 : 03-6667-7021
Fax : 03-6667-7023
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